
両立支援の具体例

こんな両立支援をしている企業もあったよ。

工事現場の所長が腎臓がんの診断を受けて、手術入院と自宅療養のあと、

職場復帰したんだ。復帰前に面談を行ったから、負担の少ない内勤業務で

復帰できたんだって。 その後もきめ細かい面談のサポー トがあったから、体調

に合わせて工事現場の所長に復帰したり 、内勤業務に戻ったり して、今も働き

けているそうだよ。

「治療と仕事の両立支援」を

進めるために

そういうところを見れば、まわりの従業員も「もし 自分が病気になっても、

安心して働き続けることができるんだ」って思えるね。

治療と仕事の両立について相談したいとき

■全国47か所の産業保健総合支援センター （関東地域の連絡先は下記）

東京産業保健総合支援センタ ー

埼玉産業保健総合支援センタ ー

千葉産業保健総合支援センタ ー

神奈川産業保健総合支援センタ ー

■全国の労災病院（関東地域の連絡先は下記）

東京労災病院 治療就労両立支援センタ ー

関東労災病院 治療就労両立支援センタ ー

千葉労災病院 治療就労両立支援部

横浜労災病院 治療就労両立支援部

実際の相談については、各相談窓口にご確認ください。

上記以外にも、各地域に産業保健総合支援センタ ーと連携している医療機関等の相談窓口があります。
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■治療と仕事の両立支援ナビ

https://ch i ryo utosh igoto. m h lw.go.j p/
■事業場における治療と仕事の両立支援のためのガイドライン

https://www. m h lw.go.j p/stf /seisa ku n itsu ite/bu nya/0000115267. htm I

厚生労働省が作成した、 「治療と仕事の両立支援」イメー ジ

キャラクターの 「 ちりょうさ」です 。

2人に1人ががんになる時代。がんだけでなく、さ まざまな病気をかかえながら

働いている人は3人に1人いるといわれています。超高齢社会となり、病気をか

かえながら働く人は、これからさらに増えると予想されています。

企業が就業規則を見直すなど、治療をしながらでも、労働者に安心して活躍し 

続けてもらえるようにする取組が両立支援です。
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